
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU 

SSH NEWS 

探究理科・探究文科 東京研修旅行～第３日目②～ 

福井県立武生高等学校 SSH 研究推進部  2022.11.11  NO.20 

 

東京研修３日目(10/13), 研修旅行委員が選んだ施設で探究理

科・探究文科独自の研修を行いました。 

【探究文科 ①東京国立博物館】 

学芸員の方から「対話を通して作品をじっくり鑑賞する」ことについて伺った。屏風図を鑑賞し「修行僧の背中を追いかけ

ている人が主人公だと思う」「岩から木が生えているので、現実世界ではないみたい」などの意見が出ていた。作品は「蔦

の細道絵屏風」で、「伊勢物語」の東下りの一場面を描いたものだ、という説明を聞いて、生徒は授業で学んだことが芸

術作品とつながって、感嘆の声を漏らしていた。また、菩薩立像の様々な角度から撮影した写真 6 枚を見て、「どのショッ

トが一番魅力的か」自分の意見を述べ、その後、歴史、お釈迦様のことを聞いて、「作品の見方」に対する考えが広がっ

たようだった。遠くから均整のとれた仏像の美を愛でるもよし、近づいて繊細な細工に感嘆するもよし、当時の色彩に思

いを馳せるもよし、自分なりの視点で味わう愉しみについて学びを得られ、生徒たちはその後の鑑賞活動に積極的に臨

んでいた。 

【探究文科 ②「Small Worlds ～企画を考える～」】  

担当の竹村さんから企画を考える際には「時間」「資源」「ゴール」を考え、チームワークを大事にする、などのお話を聞

き、実際に企画を考えた。「リピーターを増やすために、体験を増やす」「コンテストを連続で行ってフェスにする」などの企

画や、「手の中に 1/80」というキャッチコピーを自由に発想していた。課題を見抜いたり、対象や手法をイメージすること

も、短時間でプレゼンをまとめたりするのも、「人文社会探究Ⅰ」の課題研究で培ったスキルだと感じた。「企画に詰まった

時は？」 という質問に、「遊んでください、イノベーションを起こすには体験の土台が大きい方がいい。」と答えを頂き、生

徒たちはとても励まされたようだった。 

「企画の立案のプロセスは課題研究と重なる部分が多かった。ターゲット層やタイミングを狙うことは、課題研究の「問い

を絞る」と同じだと思いました。また、頑張って考えた企画でも、思った通りの効果が得られないこともあるように、研究結

果が思うようにならないこともあります。そんな時はしっかり考察して改善点を見つけるということが大切だと分かりまし

た。今回習ったことを活かして、これからの課題研究をより良いものに変えていきたいです。」 


